
(l) 

中
園
和
吉
と

「
日
露
観
」

昼主
主ヨ牟

後

宏

記

lま

じ

め

中
園
和
吉
は
、
安
政
三
年
(
一
八
五
六
年
)
、
肥
前
多
久
(
現
在
佐
賀
県
多
久
市
)
の
士
分
の
家
に
生
ま
れ
た
。
数
え
年
十
二
の
と
き
に
幕
府
の

瓦
解
に
遭
い
、
そ
の
後
特
に
名
を
顕
す
こ
と
な
く
市
井
の
人
と
し
て
世
を
送
り
、
大
正
十
年

(
一
九

二
ハ
年
)
に
満
五
十
九
歳
で
没
し
た
。
『
日
露

観
』
は
、
明
治
三
十
七
年
(
一
九

O
四
年
)
日
露
関
戦
の
直
後
に
、
和
士
口
が
日
露
の
戦
役
に
つ
い
て
、
自
ら
の
見
解
を
漢
文
に
よ
っ
て
著
述
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
だ
、
和
吉
存
命
中
も
、
ま
た
そ
の
死
後
も
公
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
草
稿
の
ま
ま
遺
族
の
手
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
、
現
在
は
和
土
口
の

孫
に
あ
た
る
中
園
照
彦
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

明
治
に
お
け
る
学
術
、
文
芸
の
発
展
に
、
江
戸
期
の
漢
学
教
育
の
普
及
が
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
、
賛
言
を
要
さ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
明
治
の

漢
学
の
水
準
が
、
な
お
相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
大
方
の
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
の
漢
学
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
詩
に
関
す
る
研
究
が
専
ら
で
あ
り
、
文
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
詩
し
で
も
、

そ
の
多
く
は
著
名
人
の
作
で
あ
り
、
当
時
の
一
般
的
な
漢
学
の
水
準
が
、
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
は
、
ご
く
乏
し
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

拙
稿
で
は
、
明
治
の
漢
学
の
一
般
的
な
水
準
を
示
す
好
個
の
資
料
と
し
て
、

中
園
和
士
口
「
日
露
観
』
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。
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『日
露
観
』
は
、
罫
紙
(
四
周
双
辺
、
有
界
、
半
葉
十
行
、
単
黒
魚
尾
)
に
書
か
れ
た
、

和
吉
の
自
筆
稿
本
。
袋
綴
に
し
て
、
二
つ
折
り
に
し
た
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硬
紙
で
挟
み
、
仮
綴
し
で
あ
る
。
た
だ
、
別
に
四
針
眼
の
痕
跡
が
あ
り
、
最
初
は
線
装
本
の
体
裁
を
試
み
た
よ
う
で
あ
る
が
、
十
六
葉
と
い
う
紙
数

で
は
線
装
と
す
る
に
具
合
が
悪
く
、
綴
じ
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

標
題
に
つ
い
て
は
、
表
紙
に
和
吉
の
筆
跡
で
、

「明
治
三
十
七
年
征
露
観
文
化
遺
訓
」
と
直
書
き
さ
れ
て
お
り
、
本
文
巻
頭
内
題
に
も

「征

露
観
註
務
中
園
和
吉
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
欄
外
に
、

征
ノ
字
日
ノ
字
ニ
代
フ

O
日

征
者
上
下
ヲ
伐
ツ
。
敵
園
ハ
相
征
セ
サ
ル
ナ
ル
ト
云
フ
語
ア
リ
。
故
ニ
最
初
非
常
ニ
考
へ
テ
日
露
観
ト
題
セ
シ
モ
面
白
カ
ラ
ス
。
依
テ
征
露
ト

セ
シ
モ
如
何
ニ
モ
穏
ナ
ラ
ズ
。
故
ニ
日
ニ
代
へ
ン
ト
ス
」
(
句
読
点
、
豊
後
。
以
下
引
用
文
同
)

と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
首
目
に
相
当
す
る
も
の
を
綴
じ
直
し
、
「
標
題
変
更
理
由
」
と
し
て
「
征
者
上
下
ヲ
伐
ツ
」
以
下
の
文
言
を
記
し

て
い
る
の
で
、
拙
稿
で
は
こ
れ
に
従
っ
て
、

「
日
露
観
」
の
標
題
を
と
っ
た
。

本
文
は
漢
文
、
ま
れ
に
読
点
、
竪
点
や
、
ふ
り
仮
名
、
圏
点
、
傍
点
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
白
文
で
書
か
れ
て
お
り
、

二
千
四
百
六
十
九
字
と
、
漢
文
と
し
て
は
か
な
り
の
分
量
で
あ
る
。
ま
た
、
小
字
双
行
で
、
一
万
四
千
字
余
り
の
和
文
の
自
註
を
付
す
。
た
だ
し
、

通
常
の
註
と
は
異
な
り
、
語
釈
な
ど
よ
り
も
む
し
ろ
、
本
文
の
訳
文
や
自
己
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
表
紙
の
「
文
化
遺
訓
」

の
語
句
か
ら
察
す
る
に
、
児
孫
に
遣
す
こ
と
を
配
慮
し
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
る
。

奥
書
に
、
附
託
限
病
ノ
タ
メ
筆
端
ヲ
緋
セ
ス
。
誤
脱
ノ
字
ア
ラ
ン
。
其
心
ア
レ
。
意
味
ノ
貫
徹
セ
サ
ル
所
ア
ラ
ン
。
後
日
是
正
ス
ベ
シ
。
古
事
古
語
ハ

記
臆
ニ
取
リ
他
書
ヲ
閲
覧
シ
タ
ル
ニ
非
ス
。
本
文
註
解
皆
然
リ
。

明
治
三
十
七
年
日
露
開
戦
前

(2) 

中
園
和
吉
書

と
あ
る
。
和
吉
は
こ
の
時
四
十
七
歳
。
「
眼
病
ノ
タ
メ
」
と
あ
る
の
は
、
老
眼
は
も
と
よ
り
、
当
時
の

一
般
的
な
老
い
の
す
す
み
方
か
ら
考
え
て
、

白
内
障
の
弊
も
あ
り
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
古
事
古
語
ハ
記
臆
ニ
取
リ
他
書
ヲ
閲
覧
シ
タ
ル
ニ
非
ス
」
と
い
う
の
も
、
漢
学
者
好
み

の
や
や
誇
張
さ
れ
た
常
套
句
と
は
い
え
、
や
は
り
い
ち
い
ち
文
献
を
関
す
る
の
は
、
難
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
本
文
、
註
と
も
に
、
文
字

の
誤
脱
は
ご
く
少
な
い
。

奥
書
に
は
月
日
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
「
明
治
三
十
七
年
日
露
開
戦
前
」
と
の
み
あ
る
が
、
本
文
中
に
は

「我
皇
赫
愛
換
愛
宣
戦
之
大
詔
。



(3) 

謹
而
奉
讃
之
、
叡
旨
灼
乎
如
日
月
」
と
、
既
に
宣
戦
詔
書
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
、
時
間
的
な
組
踊
が
生
じ
て
い
る
。
あ
る
い

は
、
「
日
露
観
』
を
書
き
綴
っ
て
い
る
最
中
に
、
二
月
十
日
の
開
戦
を
迎
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も

「日
露
観
』
は
、
明
治
三
十
七
年

の
宣
戦
布
告
前
後
の
ご
く
短
い
期
間
に
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

豊後:中園和吉と 『日露観j

『日
露
観
』
は
、
内
容
的
に
は
当
時
の
輿
論
を
反
映
し
た
主
戦
論
で
あ
り
、
本
文
、
自
註
を
併
せ
読
め
ば
、
ま
た
時
代
の
雰
囲
気
を
察
す
る
た
め

の
興
味
深
い
資
料
と
言
え
る
が
、
拙
稿
で
は
内
容
に
ま
で
は
触
れ
ず
、
文
章
に
つ
い
て
の
み
論
じ
て
お
く
。
今
回
は
紙
数
の
関
係
で
全
文
を
示
す
わ

け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
冒
頭
と
末
尾
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
参
考
と
し
て
訓
読
を
付
し
て
お
く
。

天
之
生
斯
民
也
、
奥
之
基
而
、
令
設
相
生
相
食
之
道
而
無
互
相
侵
害
駕
。
是
故
人
各
得
其
所
而
身
命
以
全
失
。

甚
八
円
矢
哉
露
之
不
仁
也
、
撞
横
奪
人
之
園
而
不
知
恥
。
恋
剰
縞
人
之
財
而
不
知
底
。
暴
戻
浮
於
祭
材
、
呑
墜
猛
於
針
狼
、
矯
倣
尊
大
傍
如
無
人
。

虎
視
歌
々
牌
脱
字
内
、

鷲
旗
翻
々
震
骸
賓
{
子
罵
。
濁
併
者
戦
々
而
窺
其
鼻
息
、
填
伊
者
競
々
而
避
其
鋒
銑
。
列
強
窮
態
其
如
是
。
其
他
屡
弱
者

可
知
耳
。

【訓
読
】
天
の
斯
の
民
を
生
ず
る
や
、
之
れ
に
基
を
奥
へ
、
相
生
相
食
の
遁
を
設
け
て
互
に
相
ひ
侵
害
す
る
こ
と
な
か
ら
し
む
。
是
の
故
に
、
人

各
お
の
其
の
所
を
得
て
、
身
命
以
て
全
ふ
せ
り
。

ほ
し
い
ま

ま

?

っ

せ

つ

あ

甚
し
き
か
な
露
の
不
仁
な
る
や
、
撞
に
人
の
園
を
横
奪
し
て
恥
を
知
ら
ず
。

怒
に
人
の
財
を
剰
絡
し
て
磨
く
こ
と
を
知
ら
ず
。
暴
戻

ど

ん

ぜ

い

へ

い

げ

い

な
る
こ
と
祭
・
約
を
浮
へ
、
呑
墜
す
る
こ
と
針
狼
よ
り
も
猛
く
、
騰
倣
尊
大
な
る
こ
と
傍
に
人
無
き
が
ご
と
し
。
虎
視
歌
々
と
し
て
字
内
を
陣
腕

し
、
鷲
旗
翻
々
と
し
て
嚢
字
を
震
骸
す
。
濁

・
仰
は
戦
々
と
し
て
其
の
鼻
息
を
窺
ひ
、
填

・
伊
は
競
々
と
し
て
其
の
鋒
銑
を
遜
く
。
列
強
の
窮

せ
ん
じ
ゃ
〈

態
其
れ
是
の
ご
と
し
。
其
の
他
震
弱
な
る
者
知
る
べ
き
の
み
。
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鳴
呼
、
古
之
輿
者
、
在
徳
厚
簿
、
而
不
在
大
小
也
。
今
也
、
民
心
向
脊
其
如
是
、
則
回
天
天
佑
我
之
至
仁
、
而
腐
彼
至
不
仁
。
終
局
之
利
亦
其
在

我
也
。
不
侯
卜
悠
一而
後
知
也
。
偉
哉
、
成
徳
大
業
、
鳴
呼
、
又
盛
哉
。
王
者
之
師
前
途
倫
遼
遠
也
。
琴
国
一
致
、
堅
忍
持
久
、
長
其
可
不
努
哉

失
。
(
ル
ピ
、
原
文
)

【訓
読
}
あ
あ
、
古
の
興
る
者
は
、
徳
の
厚
薄
に
在
り
て
、
大
小
に
在
ら
ざ
る
な
り
。
今
や
、
民
心
の
向
脊
す
る
こ
と
其
れ
是
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
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則
ち
目
天
天
我
の
至
仁
を
佑
け
て
、
彼
の
至
不
仁
を
謄
た
ん
。
終
局
の
利
も
亦
其
れ
我
に
在
る
な
り
。
卜
笈
を
侯
た
ず
し
て
後
知
る
な
り
。
偉
な

る
か
な
、
成
徳
大
業
、
あ
あ
、
又
盛
ん
な
る
か
な
。
王
者
の
師
前
途
伶
ほ
遼
遠
な
り
。
翠
国
一
致
、
堅
忍
持
久
し
、
宣
に
其
れ
努
め
ざ
る
べ
け

ん
や
。

日
本
人
が
漢
文
を
作
る
場
合
に
、
最
も
大
き
な
弊
害
と
な
る
の
が
助
字
と
用
語
の
問
題
で
あ
る
が
、

「日
露
観
』
で
は
助
字
は
概
ね
正
し
く
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
多
少
の
難
点
も
見
ら
れ
、
「
其
他
扉
弱
者
可
知
耳
」
は
、
「
濁
偽
者
戟
々
而
窺
其
鼻
息
:
・
・
:
」
以
下
を
受
け

て
、
「
其
他
国
肝
弱
者
以
可
知
耳
」
と
「
以
」
の
字
を
入
れ
た
ほ
う
が
意
味
的
に
も
適
切
で
、
語
調
も
良
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
「
民
心
向
脊
其
如
是
」

「
終
局
之
利
亦
其
在
我
也
」
の
「
其
」
や
、
「
山
豆
其
可
不
努
哉
失
」
で
「
哉
'美
」
と
二
字
を
重
ね
て
い
る
の
も
、
文
法
的
に
は
問
題
な
い
も
の
の
、
や

や
く
ど
い
表
現
で
あ
る
。
用
語
に
つ

い
て
言
え
ば
、
和
製
漢
文
の
場
合
、
漢
学
の
素
養
に
乏
し
い
作
者
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
、
熟
し
て
い
な
い
自

己
流
の
語
句
や
和
製
漢
語
を
用
い
る
と

い
っ
た
弊
害
が
あ
る
が
、

『
日
露
観
』
に
お
い
て
は
典
拠
の
あ
る
適
切
な
語
句
が
使
わ
れ
て
い
る
。

古
典
か
ら
の
引
用
も
、
ま
ま
見
ら
れ
る
。
「
古
之
輿
者
、
在
徳
厚
薄
而
不
在
大
小
也
」
は
、
本
来
『
後
漢
書
』
部
再
伝
の
「
士
口
之
輿
者
、
在
徳
薄
厚
、

不
以
大
小
」
を
典
故
と
す
る
。
た
だ
し
、
字
句
が
多
少
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
和
吉
が

『十
八
史
略
』
巻
一
一
一
「
東
漢
」
の
条
の
「
古
之
輿
者
、
在
徳

厚
薄
、
不
在
大
小
也
」
に
拠
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
十
八
史
略
』
は
元
の
曾
先
之
が
著
し
た
初
学
者
用
の
歴
史
教
科
書
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
お

い
て
は
明
治
に
な
っ
て
大
人
の
た
め
の
中
国
史
書
と
し
て
、
非
常
な
流
行
を
み
た
。
お
そ
ら
く
、
和
吉
も
こ
れ
を
愛
読
し
て
い
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

「
今
也
、
民
心
向
脊
其
如
是
、
則
自
天
天
佑
我
之
至
仁
、
而
暦
彼
至
不
仁
」
は
、

『孟
子
』
尽
心
下
の
「
仁
人
無
敵
於
天
下
。
以
至
仁
伐
至
不
仁
、
而
何

其
典
之
流
血
杵
也
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
。『
孟
子
』
に
お
い
て
は
、
「
至
仁
」
「
至
不
仁
」
は
そ
れ
ぞ
れ
周
の
武
主
と
段
の
対
主
を
指
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
当
然
、
日
本
と
露
国
の
聡
え
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
古
典
か
ら
の
引
用
と
し
て
、

『日
露
観
』
に
は

「論
語
』
か
ら
の
も
の
が
三
例
見
ら
れ
る
。
「
是
之
可
忍
、
執
不
可
忍
失
」
と
あ
る
の

は
、
八
抽
出
篇
「
孔
子
謂
季
氏
、
八
抽
出
舞
於
庭
、
日
定
可
忍
也
、
執
不
可
忍
也
」
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
も
の
は
、
自
註
に
お
い
て
詳

細
な
解
説
を
加
え
て
い
る
。
(
括
弧
内
自
註
。
ル
ピ
、
原
文
)

キ

ヲ

レ

ツ

タ

マ

ア

ア

語
云
、
四
海
困
窮
、
天
緑
、
水
終
駕
(
語
ハ
「
論
語
』
。
其
第
十
ノ
巻
ノ
下
篇
嘉
日
第
二
十
ノ
篇
ノ
始
メ
一
一
、
桑
ノ
日
ハ
夕
、
時
、
爾
チ
舜
、
天

ノ
歴
数
爾
ガ
弟
ニ
在
リ
。
四
海
困
窮
セ

ハ
、
天
誠
永
ク
終
へ
ン
ト
仰
セ
ラ
レ
キ
。
云
フ
ハ
、
莞
帝
四
十
九
人
ノ
御
子
在
シ
在
セ
シ
カ
ナ
レ
ド
モ
、

天
下
ヲ
治
ム
ル
ニ
ハ
徳
ニ
非
レ
ハ
治
マ
ラ
ズ
、
徳
ハ
孝
徳
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
天
下
ノ
康
キ
求
ム
ル
モ
孝
徳
舜
ニ
勝
ル
ハ
ナ
シ
ト
テ
、
自
分

ノ
御
子
ニ
捨
イ
テ
、
舜
ヲ
歴
山
ナ
ル
欧
孤
ノ
中
ニ
翠
ケ
、
位
ヲ
譲
リ
玉
フ
テ
仰
セ
ラ
ル
ル
右
ノ
如
、
ン
。
四
海
ノ
庚
キ
ヲ
治
ム
ル
ニ
ハ
、
自
身
ノ

(4) 



(5) 

心
ヲ
以
テ
天
下
ノ
心
ト
ナ
ス
ニ
非
レ
ハ
能
ハ
ズ
、
人
民
困
窮
ス
ル
知
キ
政
治
ノ
仕
方
ニ
テ
ハ
、
永
ク
帝
位
ヲ
践
ミ
、
四
海
ニ
君
臨
ス
ル
コ
ト
出

来
ナ
イ
。
宣
シ
ク
喜
怒
哀
祭
ヲ
天
下
ト
共
ニ
ス
ベ
シ
。
ト
仰
セ
玉
へ
リ
。
自
分
ヲ
御
子
一
一
譲
ラ
セ
ラ
レ
ズ
他
人
ノ
子
ヲ
奉
ケ
テ
四
海
ノ
君
ト
ナ

シ
、
斯
ク
モ
感
動
懇
篤
ナ
ル
至
言
ヲ
以
テ
セ
ラ
ル
。
嘉
帝
ノ
蒼
生
ヲ
悩
レ
マ
セ
ラ
ル
其
至
心
誠
意
、
高
世
ノ
打
、
神
人
共
ニ
感
嘆
シ
テ
鳴
咽
欽

仰
措
ク
所
ヲ
知
ラ
ズ
。
其
後
世
孔
聖
、
仁
義
ノ
数
ヲ
布
ク
ニ
当
リ
、
葵
舜
ノ
二
帝
ヲ
祖
述
ス
ル
素
ヨ
リ
其
所
ナ
リ
。
O
此
所
ニ
是
ノ
語
ヲ
引
用

ス
ル
ノ
ハ
爾
露
図
四
海
困
窮
セ
ハ
天
稔
、
氷
ク
終
へ
ン
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ
。)

自
註
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
桑
田
篤

「桑
田
、
苔
爾
舜
、
天
之
暦
数
在
爾
弟
。
允
執
其
中
。
四
海
困
窮
、
天
様
、
水
終
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

多
久
は
、
東
原
庫
舎
を
設
け
た
第
四
代
多
久
邑
主
多
久
茂
文
が
、

宝
永
五
年
(
一
七
O
八
年
)
に
多
久
聖
廟
を
建
立
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
、
現
代

に
至
る
ま
で
『
論
語
』
教
育
が
盛
ん
な
土
地
で
あ
る
。
和
士
口
に
と
っ
て
も
、
「
論
語
』
は
す
で
に
自
家
薬
箆
中
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
字
句

に
多
少
の
異
同
が
あ
る
の
は
、
「
古
事
古
語
ハ
記
臆
ニ
取
リ
他
書
ヲ
閲
覧
シ
タ
ル
ニ
非
ス
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
「
爾
今
而
俊
改
復

正
則
可
也
」
の
自
註
に
あ
る

「何
ト
ナ
レ
ハ
、
過
ツ
テ
改
ム
ル
、
之
レ
ヲ
過
チ
云
フ
、
ト
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
は
明
ら
か
に
書
き
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
は

衛
霊
公
篇

「過
而
不
改
、
是
謂
過
失
(
過
ち
て
改
め
ざ
る
、
固
定
れ
を
過
ち
と
謂
ふ
」
を
引
い
た
も
の
で
あ
り
、

「過
ツ
テ
改
ム
ル
」
と
肯
定
文
に
し

な
ん
ぢ

て
し
ま
う
と
、
本
文
の
「
爾
(
露
国
)
今
に
し
て
俊
改
し
て
正
に
復
さ
ば
則
ち
可
な
り
」
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
。

さ
て

『日
露
観
』
は
、
本
文
全
体
を
通
し
て
み
て
も
、
対
杖
を
用
い
た
、
よ
く
整
っ
た
文
章
で
あ
る
。
対
杖
に
つ
い
て
言
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
冒

頭
、
末
尾
に
お
い
て
も
、

「撞
横
奪
人
之
園
而
不
知
恥
。
怒
劉
縞
人
之
財
而
不
知
廃
」
の

「知
」
の
い
ず
れ
か

一
方
を
、
「
覚
」
な
ど
の
字
に
か
え
た

ほ
う
が
、
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
と
い
っ
た
程
度
の
穣
し
か
な
い
。
何
よ
り
も
ま
ず
、

二
千
四
百
字
を
越
え
る
長
文
を
、
恐
ら
く
ご
く
短
い
期
間
で
書
き

上
げ
た
の
は
、
見
事
な
筆
力
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

『日
露
観
』
に
は

一
篇
の
詩
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
和
吉
は
詩
を
作
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『日
露
観
」
に
は
本
名
の
み
が
記
さ
れ
て

お
り
、
ロ
す
の
類
は
ま
っ
た
く
見
え
て
い
な
い
。
和
吉
の
漢
学
趣
味
が
普
段
の
生
活
に
ま
で
及
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
子
供
の
命
名
の
仕
方
か

ら
も
伺
わ
れ
る
。
長
子
「
彪
」
、
次
子
「
鵡
」
と
同
じ
秀
の
一
字
を
用
い
て
い
る
の
は
、

「蘇
戟
」
「
蘇
轍
」
の
よ
う
な
中
華
風
の
命
名
法
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
よ
そ
日
本
人
で
漢
詩
を
作
る
者
は
、
ご
く
普
通
の
慣
習
と
し
て
雅
号
を
つ
け
た
。
和
吉
の
性
格
か
ら
し
て
、
作
詩
に
勤
し

ん
だ
の
で
あ
れ
ば
恐
ら
く
雅
号
を
用
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
「
日
露
観
」
に
も
雅
号
を
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
和
吉
の
遺
品
中
に
は
、
『
日
露
観
』

以
外
に
、
い
か
な
る
漢
詩
文
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

『日
露
観
』
の
よ
う
な
文
を
作
っ
た
人
が
、
詩
の

一
篇
も
遺
し
た
形
跡
が
な
い
の
は
、
此
一
一
か
不

思
議
で
は
あ
る
。
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和
吉
の
生
ま
れ
た
多
久
は
、
肥
前
鍋
島
藩
に
お
い
て
、
大
配
分
と
呼
ば
れ
る
准
支
藩
的
な
自
治
領
で
あ
っ
た
。
鍋
島
藩
が
士
分
に
対
し
て
厳
格
な

義
務
教
育
を
課
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
藩
校
弘
道
館
の
名
と
と
も
に
有
名
で
あ
る
が
、
多
久
も
ま
た
東
原
庫
金
口
と
称
す
る
邑
校
を
設
け
、
整
備
さ

れ
た
教
育
制
度
を
実
施
し
て
い
た
。
江
戸
期
多
久
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
は
、
多
久
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
多
久
市
史
」
弟
二
巻
「
近
世
編
」
(
多

久
市
、
二

O
O
二
年
)
第
七
章
「
多
久
領
の
教
育
と
文
化
」
に
詳
し
い
が
、
同
章
の
入
O
四
頁
に
掲
載
さ
れ
た
「
御
屋
形
日
記
』
の
図
版
中
(
第
幻

図
)
に
、
中
園
和
吉
の
名
前
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
図
版
は
、
多
久
出
身
の
著
名
な
電
気
工
学
者
志
田
林
三
郎

(
一
八
五
五
j

一
八
九
三
)
に
つ
い

て
の
記
述
に
関
連
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
か
ら
翌
元
治
元
年
ま
で
の
一
年
間
、
定
め
日
数
を
越
え
て
出
席
し
た

精
勤
褒
美
の
記
事
で
あ
る
。
志
田
は
二
百
六
十
六
日
、
和
士
口
は
三
百
四
十
八
日
と
あ
る
。
『
多
久
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
東
原
庫
舎
に
は
ま
た
、
上
田

町
学
舎
、
笹
原
学
舎
、
志
久
学
舎
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
「
年
少
生
徒
ゆ
え
に
本
校
に
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
、
あ
る
い
は
貧
し
く
て
本
校

に
寄
宿
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
な
ど
」
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
元
治
元
年
に
和
士
ロ
は
数
え
年
九
つ
、
居
住
地
の
束
多
久
か
ら
多
久

南
郊
に
あ
る
東
原
摩
舎
ま
で
そ
う
と
う
の
道
の
り
が
あ
る
か
ら
、
「
年
少
生
徒
」
と
い
う
こ
と
で
上
田
町
学
舎
に
通
学
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
志

田
は
町
民
身
分
で
あ
っ
た
た
め
上
田
町
学
舎
に
学
ん
だ
が
、
学
業
極
め
て
優
秀
と
い
う
こ
と
で
、
慶
応
二
年

(
一
八
六
六
年
)
数
え
年
十
三
で
東
原

庫
舎
に
進
ん
で
い
る
。
多
久
も
佐
賀
本
藩
と
同
様
に
、
士
分
に
対
し
て
は
八
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
義
務
教
育
を
課
し
て
お
り
、
和
士
口
も
当
然
、
東

原
摩
舎
に
進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
東
原
庫
舎
に
お
け
る
和
吉
の
消
息
に
つ
い
て
は
、
未
だ
知
り
え
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
東
原
庫
舎
は
明
治
二

年

(
一
八
六
九
年
)
に
多
久
郷
学
校
と
改
称
、
さ
ら
に
同
四
年
に
は
多
久
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。

明
治
以
後
の
和
吉
の
履
歴
に
つ
い
て
も
、
な
お
明
ら
か
で
な
い
。

こ
れ
は
、
和
吉
の
長
子
中
園
彪
氏
と
次
子
中
園
競
氏
が
早
く
に
台
湾
に
渡
ら
れ
、

そ
の
間
に
和
士
口
が
没
し
た
か
ら
で
あ
り
、
彪
、
競
両
氏
と
も
、
す
で
に
他
界
さ
れ
て
久
し
い
。
競
氏
の
ご
子
息
、
和
士
口
の
孫
に
あ
た
る
中
園
照
彦
氏

が
、
御
父
君
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
和
吉
は
ま
っ
た
く
の
独
学
で
、
私
塾
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

漢
学
に
限
っ
て
言
え
ば
、
独
学
の
み
で
『
日
露
観
』
の
よ
う
な
長
文
を
物
す
ほ
ど
の
力
は
養
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
日
露
観
」
を
見
る
に
、

和
士
ロ
の
漢
学
の
素
養
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
成
人
し
て
後
も
、
独
り
研
鐙
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
た
と
え
そ
れ
が
独
学
で
あ
っ

た
に
し
て
も
、
幼
少
年
時
に
施
さ
れ
た
漢
学
の
基
礎
が
あ
っ
て
初
め
て
、
そ
れ
は
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

戸
籍
に
登
録
さ
れ
た
「
和
士
己
は
幼
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
元
服
し
て
名
乗
り
を
用
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
戸
籍
法
」
は

(6) 



(7) 

明
治
四
年
(
一
八
七
一
年
)
に
布
告
さ
れ
、
翌
明
治
五
年
二
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
和
士
口
は
こ
の
時
、
数
え
年
十
六
。
佐
賀
の
例
で
言
え
ば
、
本

濯
の
江
藤
新
平
の
よ
う
に
、
通
称
を
戸
籍
名
と
し
た
ケ
l
ス
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
や
は
り
名
乗
り
を
登
録
す
る
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

む

び

す
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和
士
ロ
は
漢
学
に
つ
い
て
か
な
り
の
素
養
を
備
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
け
っ
し
て
和
吉
の
み
が
特
殊
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
、
佐
賀
藩

や
多
久
領
の
整
備
さ
れ
た
教
育
制
度
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
藩
は
同
様
な
藩
校
を
設
け
、
子
弟
の
教
育
を
行
っ
て
い
た

し
、
漢
学
の
水
準
に
お
い
て
は
、
地
方
と
い
え
ど
も
中
央
に
ひ
け
を
と
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
佐
賀
の
隣
国
で
あ
る
豊
後
日
田
に
あ
っ
た
庚
瀬
淡

窓

(
一
七
八
二

1
一
八
五
六
)
の
私
塾

「威
宜
園
」
は
、
門
弟
実
に
四
千
人
を
越
え
た
と
い
う
。
し
か
し
、
江
戸
期
に
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
幼
少

年
期
を
幕
末
維
新
の
混
乱
期
の
う
ち
に
過
ご
し
た
も
の
の
大
半
は
、
和
士
口
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
活
か
す
こ
と
な
く
市
井
の
う
ち
に
生
涯
を
終
え
た
。

し
か
し
明
治
の
学
術
、
文
芸
は
、
和
吉
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
発
展
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
ご
く
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
中
園
和
吉
の
『
日
露
観
』
を
、
明
治
期
の
漢
文
の
一
資
料
と
し
て
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
特
に
漢
文
の
み
に

焦
点
を
あ
て
た
が
、
和
文
で
書
か
れ
た
白
註
も
ま
た
、
処
々
に
言
文
一
致
体
を
恩
わ
せ
る
よ
う
な
文
章
が
見
え
て
お
り
、
明
治
人
の
国
語
力
を
考
え

る
上
で
の
興
味
深
い
資
料
と
言
え
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

拙
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
中
国
照
彦
氏
に
は
、
貴
重
な
資
料
、
情
報
等
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
、
上
田
町
学
舎
で
の
和
士
口
の
消

息
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
「
多
久
市
史
』
の
図
版
に
関
す
る
ご
教
示
は
、
和
吉
の
人
物
を
知
る
上
で
た
い
へ
ん
有
益
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
和
士
口
の
長

子
中
園
彪
氏
の
孫
に
あ
た
る
本
学
教
授
、
羽
生
義
正
先
生
に
も
、
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
る
。
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